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I. 目的
心拍数は運動を開始する前の精神的緊張によっ
て増加する 3) といわれていることや測定が比較的
容易10) に実施できることから実際の試合や試験な
どで比較的多く用いられているようである。池田4)
らの空手の試合中の心拍数の測定結果では 「試
合前、試合中、試合後のいずれの心拍数も日常の
心拍数に比べかなりの増加がみられた」、低口 II
の高校体操競技選手の演技直前の待機時心拍数の
測定結果では「練習試合に比べ公式試合で高い傾
向」、中島 8) らのレスリング選手の試合時の心拍
数の測定結果では「計量時に比べ試合直前（ラウ
ンド直前）で高い傾向」、 Taggart') らの自動車
レース前の心拍数の分析結果では「スタート 15分
前で150~ 180拍／分、スタート 2 分前で180拍／
分以上、スタート直前では200~205拍／分まで高
まった」、橋口 2) らの運転免許仮検定時の心拍数
の測定結果では「検定当 H の心拍数は検定時に近
づくに従って漸次増加し、検定時に最高に達した」
と報告している。すなわち、いずれの研究におい
ても、試合（試験）時での心拍数は日常に比べ明
らかに高く、また、緊張場面の変化に伴い、心柏
数にも変動がみられたことが指摘されている。
山地2) は「試合直前ではウォーミング・アップ
と精神的興愈の二つの要索によって心拍数は高め
られる」と指摘しており、試合などの緊張場面
での心拍数の変動には粕神的要因が関与している
ことを示唆している。
体操競技などの個人鏡技では、「競技直励の心
理的コンディションが成績や記録を左右する」 6) と
いわれていることから、競技直前の心拍数を分析
することは体操競技選手の競技直前の心理的•生
理的な準備状態（コンディション）を把握するた
めの一つの手がかりとなるものと考えられる。
そこで今回は、高校体採競技の公式試合を緊張
時に設定し、主に選手の技術水準によって競技直
前（主に演技直前）の心拍数には差異があるのか否
か、また、心拍数が競技直前（主に演技直前）のコ
ンディショニングの指標となり得るかについて分
析を行い、体操競技でのコンディショニングの実
態を把握するために検討を加えたので報告したい。
なお、今大会は規定演技で競技がおこなわれ、
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選手は同一柿目及びITT]• の演技を実施している＂
I. 
l. 
方法
測定（調査）期間及び対象
対象は千葉県の公式試合である ll什 tLI61 年 4 月に
釘われた県高校総合休育大会地区予選 O) N 地区大
会 (27名）、 S 地区大会 (25名）に出場した男了
選手、五l52名を対象とした c
? 調査（測定）及び内容
心拍数の測定稀日は、ゆか近動、あん馬、
つり輪、跳馬、平行棒、鉄枠の全種日について実
ili 
施しだ c
心拍数は大会‘片日の開公式時、各種目の演
技間始(/)コール由．［lij の約90秒間及び閉会式時につ
??ゥ, 
いて、椅座の状態で測定を行ったしまた、安抒時
心拍数は式合 Ll 以外の通常の授業かあった 1」の登
校時に約 l0分間の安廿化の後に測定したものを用い
た a
測定機器は実じ祭の試合であることから、
苔る限り選『の負初にならないようにという配慮
から、日本粕密測器のジョガーメイト PU-70 I を川
い、且尉恥秀導によって測定を行ったし
竹格検在は l6PF (The Sixteen Personal 
\! ?
~ 
i 4¥ 
~ ??~ 
目標得点、
ヽ：?~~ 
? 分析力砂、
安籍時、開会式時、演技直袖時（以下、
機時）及ひ閉会式時の平均心拍数を算出した
ill 
; 
? ?~\ 
で
1ty Factorl 、状況不安調介はCSAI-2 を用いたぃ
質問紙により試合での、あかり意識、日佑、
ミスの程度、演技の習熟度、
及び目詑的徴候などを調介した C
鈍技は規定演技で行われ、個人約合成粕は
公式記録によった［
目標順位
上寸キ
6
ノイ
た、その測定結呆を払に、それぞれの測定時相1[
の心柏培加数及び心拍増加率も算出した。
待機時心拍数の約90秒間を更に演技開始コー
）レから約90秒～約60秒廿りの約30秒間、 約60秒～約
30秒廿りの 30秒間、約30秒前•～演技間始コールまて
の約30秒間の 3 廿寺期の平均値も打出した。
今回の技術水準による分類は、両大会とも
に個人紐合成韻を甚準とし、成績の最上位から各
???~ヽ
6 名の計 12名を日立群（以 l‘. 、 H 群）、最下位か
ら各 6 名の日「 12名を―卜位代（· （以下、 L 群） 、中位
に位償するもの N地区人会 6 名 (|lI] 順位がいたた
S 地[;{大会 7 名の丘tl3名を中位群（以下、め）、
M群）
今 Ir] は、 i，に、分析方怯II)及ひI•2) によって
求められた心拍数及ひ心拍増加率を技術水準の 3
謂（日 •M ｷ L 群）によってクロス集計を行ったc
\'’ ?
今同は、 t に H訂 (N=l2)
12) 開間の心拍数に足開かあるのか否か
???~し
て分析を加えた Q
16) 
II. 
とし、両大会をまとめ 3 町に分頬した。
と L 群
につい
平均仙の差(/)検定は t 検定を用いた。
士口斎 果
(N= 
1文 1 は地区人公‘片日の各測定防の心柏数の仝1本
平均1値を小したものてあるし，表 l に刀ヽすように、
表 I. 裔校体操競技大会における選手の間会式ll!j,
待機ll!j及びW]会式時の心拍数及び心拍増JJII,_t1
(N=52) 
心拍数（拍／分） 心拍増加手J(%)
M SD M SD 
安静時 62. 5 5. 1 
開会式 89. 5 9. 9 43. 9 18. 1 
ゆか述勁 108. 3 15. 3 7 4. 4 28. 8 
あん馬 105. 4 15.8 69. 7 29. 0 
つり粕 103. 1 13. 7 65. 5 22.0 
跳 馬 108. 9 1 4. 4 75. 3 26. 9 
平行棒 110.0 15. 1 76. 9 27. 4 
鉄 棒 111.1 14. 6 78. 6 25. 4 
閉会式 82. 6 8. 8 32. 8 17. 3 
（注）心拍増加率は安静時からの増／j叫3
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安青侑時心拍数に比べ試合当日ての各測定此の心拍
数はいずれも h汽 (P<O. 001) に高くなっている c
試合当日の各測定時の心拍数では、間会式時心
拍数や閉会式時心拍数に比べ各種目の待機時心柏
数はいずれも有衣 (P<O. 001) に闘い傾向が顕著
に小されだつまた、開会式時心拍数と閉会式時心
拍数では開会式闊心拍数が有意 (P<O. OCH) に高
くなっていた［すなわち、通常の登校時の安静時
心拍数より試合当日の各測定時での心拍数、試
合当日では間会式時や閉会人時に比べ各種日の待
機時心拍数、また、試合後（閉会式時） より試合
前（開会式時）の心拍数がり」らかに高い傾向にあっ
だ c
次に、 6 t,fi 日の待機眈心拍数を比較すると、神
日によって畏なった数値となっており、鉄棒か平
均 111. 1 拍／分で蔽も高く、つり輪が‘l'均 103. I 
拍／分で最も低くなっていた O t 検定の結呆、鉄
枠とあん馬 (Pく 0. 01) 、つり輪 IP<O. OCH) 
に、つり輸とゆか運動 (P<O. 01) 、跳馬 (P<O.
01) 、平行枠 (pく 0. 001) 、 鉄枠 (P<O. 001) 
間にh息な差か認められ tこまた、安静時から待
機時にかけての心拍附加字をみても、鉄棒 178.
つり庫祠 (65. 5%）か最も低く6%) が最も高く、
t 検定の結果、心拍数と 1「iJ 様の傾阿
が認められた すなわち、待機時心拍数や安情時
から待機時にかけての心拍取加率には if1 日によっ
て差閃がみられた 0
図 l は技術水準 (H ｷ M ｷ L 群） によって人会
当日の心拍数を比軟したものである。図 l に刀ヽす
なってしヽた c
ように、安静時、開会式時及ひ‘閉会式時ての心拍
数には、し＼すれも技術水準によるふはみられなかっ
どしかし、待機時での 6 種目の心拍数をみると、
ゆか連動、あん馬、つり馬、平行枠、鉄棒の 5 種
目では L 群に比べ H 肝 0) ）j か心拍数か高い傾向
(P<O. lO~P<O. 01) が認められた。また、図 2
にがすように、技術水準と安静時からの心柏増加
率の関係をみても、心拍数との関係（図 l)
ぱ同様の傾向か認められた。 すなわち、
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図 1 ．高校体操競技大会における選手の技術7)(1舷からみた開会式時，待機時，
及ひ閉会式時の心拍数
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図 2. 高校体操姓技大会における選手の技術水準からみた安静時から開会式時
待機時及ひ閉会式時にかけての心拍増加率間
を除く他の 5 種目ては L 界（に比べ H 町の）」か待機
時の心拍数や安静時からの心柏培加率が高しヽ傾向
が小され、技術水準によって応W、かみられた〔
かし、間会式Ilもや閉会式此ては技術水渕による冗
110 
し
異は認められなか/)だ
図 3 ～図 4 は H 祖'、 L 附＇別に各神 H の待機時心
す1'1 姿文 O),lf/移を／」＜したものである （図中の 9(）秒は泊
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図 3. 高校体操競技大会における選手の技術水準H群の
待機時心拍数の推移
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図4 ．高校体操競技大会における選手の技術水準 L 群の
待機時心拍数の推移
Jし [l什九合コーールの約叩秒り伯玉況少廿iの約m秒間‘ 的
秒は演技開始コールの約60-30秒前の約30秒間、
30｛少は約3(loiJ～演技開始コールまでの約30秒間の
心柏数の平均 1i110) iff移を示したものである） C 図
3 ～図 4 に 1J、すように、約90-GO秒前での日謂で
は、つり輪0) 108. （）拍／分～平行枠の 120. 3拍／分
の範囲（平均114. 5 士 4. I拍／分、変動係数3. 58) 、
L 群ては、つり輪の 91. 8拍／分～〗跳馬の 11l. 3拍
／分の範間 (‘l'均 101. 5 士 6. 3拍／分、変動係数6.
21) 、約60~ 30秒前での H肝ては、跳島の 112. 3柏
／分～平行棒0)119. 8拍／分の範囲（平均
土 2. 7柏／分、変動係放2. 33) 、 L 肝ては、つり輪
0)95.0拍／分～跳馬の 110.1拍／分の範囲（平均］（）
3. 5 士 4. 8拍／分、変動係数4. 64) 、約30秒前～涼技
開始コール時での H梢では、跳男 0)112. 4拍／分
～平行枠の 119. 4f~I／分の範間（平均 115. 7 土 3.0
116. l 
拍／分、変動係数2. 59) 、 L 灯｀「では、つり輪の 94.
3／分～跳馬の 109. 7柏／分の範囲（平均103. 7 土 4.
9拍／分、変動係数4. 73) になっており、し、すれ
の時期においても L 町に比べ H 町の力か各種目の
心拍数が高く、また、各種目間の心拍数の範囲、
すなわち、心拍数の散布良（はらつ苔）は L 群に
比べ H群で小さい傾向かみられた。
まだ、 H群ては、跳馬の待機時心拍数は他の杜
目に比べ低い数仙になっているのに対して、 L 群
では、跳馬の待機時心拍数はいすれの時期におい
ても最も高い数仙となっているなと、選手の技術
水準の相違によって、同一種目ても待機時心拍数
は異なる関係がみられたし
l\「. 考
察
休採競技なとの個人種日では誂技直前の心理的
コンデイションが成禎や記録を左右するといわれ
ていることから、本研究では高校休採競技地区大
会を緊張場面に設定し、試合当日の心拍数（開会
式此、待機時、閉会式時）
の指椋として、 tに選手の技術・水準の「高い集団
(H 町）］と「低い梨団 (L 町）」の心拍数に差異
かあるのか否かについて分析し、体採飩技選手の
競技（演技）直前のコンデイショニンクの実態を
把握するために若寮を加えた、
これまての繁張時での心拍数の研究結果をみる
をコンディショニング
と、前述したように試合（成験）時などでの心拍
数は日常に比べ明らかに高く、まだ、紫張場面の
変化に伴し)‘心拍数にも変動かみらオしたことか指
摘されている 今[u] の休採飩技大会での試合当日
の心柏数の結呆（｝ミ l) ても、これらの先行研究
とはは‘一紋しており、通常の安静時より試合当日
の各測定時での心拍数、試合刈日では開会式時や
閉会式時に比べ各種目の待機時心拍数、 また、試
合後（閉会式間）より試合煎（間会式時）の心拍
数の力かfリ］らかに高し＼傾向か小され、粘神的緊張
の程度か強し＼と思われる場向で心拍数か高まるこ
とか確認された しかし、山地区は、「試合直蔀で
はウォーミング・アソプと柏神的興布の二つの
要斗ミによって心拍数は高められる」 と指摘してい
るし今皿 0)待機時の心拍数はウォーミングアソプ
か影臀していることも考えられることから、桔神
的要囚かどの程度加味されているのか、その手皐度
を知るだめに、通常の練習時と試合時の心拍数と
の比較を加えるなと、詳細な分析が必要であろう
と考えられる〔
6 種目間の待機時心拍数を比較すると、また、
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鉄棒とは 2 種目、つり輪とは 4 種日に行意な危か
みられるなと、待機時心拍数は和f• 日によって芹巽
かみられたし］橋口 1(!)先行研究でも、練習試合で
の待機時心拍数は鉄棒か他の種目に比べ高く、鉄
棒と跳馬間 (P<O. OS) に介意な差かみられたと
指摘しており、体採観技ての演技直前の心拍数は
種目によって差異のあることが確認されだでこれ
らのことは、休採飩技での種日特性、種目の難易
度、選手の技術の胃熟度、自信なとが神日によっ
て異なることが起囚しているのではないかと苔え
られる。
選手の技術水準と心拍数及び安静時からの心拍
増加令との閃係（図 l.～図 3) から、聞会」＼廿『及
び閉会式時の心拍数ては選丁の技術・水準よる差異
は認めらオしなかったか、（守機時心拍数ては跳、lしを
除く他の 5 種 I.i て技術水準の「低し、化［叫 (L 群）」
に比べ「翡い集団 (II 群）」の心拍放や心拍増加
率か「；；；し汁叩句か頴苫に小された まだ、跳！［J 0) 待
機時心柏放（図 1 -l‘又/4) は、技 ii[｝［水準の 「高い
ては平行棒や鉄棒なとに比べ低い
放仙となっているか、技術水準 0) 「低い集団 (L
訂）」では他の種目に比べ最も高い数仙にな')て
いるなと、 1IIj i［日てあり、詞—'の演技 (Iiij 車入と
を実施するにもかかわらす、技術水準によ')
て異なる関係かみられとこのことは、選丁＾の技
伸i；jく湘（iと術の習熟度なと）によって、種目に対
する選手の変求水準や述成動機なとか相迎し、種
日に対する興布（緊張） 0）程度にも差胃か叶し、
心拍数に影曹を及はしているのてはなかろうかと
集団 (Hl『)」
び）
若えられる，
6 神目の待機時心拍数の推移(|叉I 3 --図 4)
ら、各種日の17機時心柏数はいすれの時期におい
ても技術水準の「低い凡団
か
符機時心拍数を分析した結果、演技直前の 30秒間
の待機闘心拍数は第 1 位選「·
122拍／分） の jjか最トイ立選手（約 109拍／分） に
比べ高い傾向にあり、まだ、各神日間の心柏数の
散布度は第 1 選手（約 9 柏／分差）
選手（約 19拍／分差）に比べ小さい傾阿にあった
り，ッポ＇,' 
の力か最下位
と報告してし＼る、万本研究でも 1吋様の傾向か不され、
演オに直前の心拍数は技術水準によってエ俣かある
ことが確認されだ＂
(L 訂，）」に比べ技術
水準の「高い集団 (II 群）」で―封く、
目間の心拍数の散布度は技術水準 0)
(L 群）］に比べ「高い集団 (H 許）」で小さい傾
問がみられた C,t裔口 1 は先行研究で高校休採観技
選fの練晋試合ての第 1 位選『と最下位、選手の
まだ、各種
「低い集団
山地11 か指摘してし＼るように［スポーツ前にみ
られる柏神的興 fド（交愁神経 0)判化） はその杵度
か適度てあれは竹業成給を高めるか、逆に緊張
か過度てあれは貨の）j 向にイI1 月］」 し、「適度なり孔
化とは心拍数て120--13(）柏／分に相昇する」
から衿えれは、今ln|0)高校体投観技選手ての各神
日の賃機時心拍数は、技術水準 0) 「高い集団 (H
群）」の方か、その伯に近し、放仙となってし＼た c
-t なわち、今回の高校休柑競技選―［ては、技術―水
こ と
準の fl＼し遺[fに比へ技術水準の高し＼選 T (1））j か、
適度な心理的・小即的準 iliF|）氾長にあるこどかうか
このことは、技術水準によ/)て、競技直
前の心即的・牛剛'10 コンティシコニンクに対する
かえたし
陀力には差胃かあることを小すものてはないかと
苔えられる，
このように、待横II寺心拍数は選f· の技術水準に
よって苫閃かみられ、心拍数でみる限り、演技直
|li] のコンティシ」ンは技術水準の低い選手に比べ
技術水準の高し叶世「の力か、適度な心坪的•生即
的な準伽状態（コンデイション） にあることか小
慨どされこょど）て、心拍数か演技直煎の心」り1 的·
牛理的なコンティションの一指樗となり得るもの
と考えられることから、選—丁の技術水準と；厨技力
I前の心柏数0) 閃係を叶細に分析することは、体採
競技における選手のコンディショニングのだめの
車要な『かかりとなるもと考えられる
まとめ
体採鈍技での節技直前のコンディショニンクの
> 
―日3
実態を把握するために、 じに選 fの技術水準と演
技直前の心拍数との関係を分析しだ鈷果、次のこ
とか指摘できよう
試合当日の心拍放は、通前の安陥時心拍放
に比べ有立に高く、試合‘Ii 「l ては間公式闊や閉会
式時に比べ待機時心拍放か介五に閥くなってし）だ
また、出し合前後ては試合煎の力か有位、 I • 1均くな，．）
1) 
ていだ，
各釉 fl O)f.『機時、し、柏数は、つり輪{ -一 lt へ鉄
枠で有庇に高し寸t月 1hjか認められるなと、種 [l によっ
、
9
? ?
て差罰かみられた）
各種目の行檬時心拍数は、技 i9|;［水準の［：J し＼
選『の力か技術水準の低しり世「に比へ高しヽ傾向か
3) 
人られた また、各柿 II 間の散布度（はらつぎ）
は技礼i水準 0) 冶i し))世「の｝j か技術水渭（）） ｛氏し＼選 T
に比べ小さし＼傾向かみら i しだ
1支札り水準の高し、選丁ては 1'1［枠、技術水準4) 
の低い選「ては跳馬の行湘〖閏心拍数か他の種 ll Iｭ
比べ高くなっており、オ奸I\［水準によグ-J て尤巽かみ
られた
本研究に限ってし＼えば、浙技直前 0) 心拍数は悲
『·の技術水準によ r.） -c 月胄かみら iL 、技術水汁[ O) 
｛氏しヽ選手に比へ、技術水準の翡し＼選「の力か適 1文
な準価状態（コンディシ了ン）
がえたことから、説技直 I]り 0)心拍数は休採競技て
0) 心J早 1〖j • It}ー 用 1]りコンナイシ l ニンクリ）
にあることかうか
寸行椋と
なり得るものと息わオしる
しかし、今Ir1| 0) 分析ては、逆『．の技術水湛から
の検討にととまり、要水水準、逹成動恨、技術の
習熟度、あかり衣識、 l  {， I なとの内省恨告との且l
係に，―i 及することかできなかった_，今後の北：tりと
したし＼
（本研究は平成 2 年度日本人学学i札助成念による
ものである）
柏口左人、坂人1呆 tll: 、榊博文「あがりに関
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